
令和７年度９月補正予算案 

 

Ⅰ 規 模  

一 般 会 計 （債務負担行為   １１億６，７７０万円） 

特 別 会 計（債務負担行為    １７億１，６１７万円 

総       額               ２８億８，３８７万円 

※別に債務負担行為 ８億２７０万円を設定 

 
 

Ⅱ 補正予算案の概要  

 

１ 一般会計補正予算案 １１億６，７７０万円 

（債務負担行為   ８億  ２７０万円） 

     

（１）令和７年８月の大雨に伴う災害復旧 ６億１，０００万円 

大雨により被災した道路、河川、公園、農地、林道等の復旧に要する経費。  

 

（２）物価高・米国関税対策 ２億５，０００万円 

 

ア 学校給食費の保護者負担軽減事業 １億７，３００万円 

長引く物価高の中、進学等で学用品費等の出費が増加する市立の小学校６年生及

び中学校３年生（特別支援学校の小・中学部含む）の学校給食費（令和８年１～３

月分）の保護者負担額免除に要する経費。 

 

イ 物価高騰に立ち向かう中小企業等に対する生産性向上支援助成金 

      ５，０００万円 

物価高の影響により厳しい経営環境にある中小企業等が行う、新商品・新サービ

スの開発や省エネ投資、効率化・高収益化等、生産性向上の取組への支援に要する

経費。 

 

ウ 中小企業賃上げ・雇用安定化サポート事業 ２，７００万円 

物価高や米国関税措置の影響を受ける中小企業における雇用関係助成金のサポ

ートや、最低賃金引上げ・生産性向上に資する設備投資等への支援に要する経費。 

 

 

 

 

 

 



（３）賑わい・つながりづくり ７，２００万円 

（債務負担行為   ４億２，０５０万円） 

 

ア 新規航空路線支援事業【県・町連携】 ３，２００万円 

北九州空港における韓国・清州（チョンジュ）線の新規就航に伴う運航助成や集

客・ＰＲに要する経費。 

イ 小倉城天守・小天守ＥＶ棟増築及び耐震改修工事等事業 

（債務負担行為   ４億２，０５０万円） 

小倉城におけるユニバーサルツーリズムの推進に向けた、小倉城天守のエレベー

ター棟増築等に要する経費について、債務負担行為を設定するもの。  

 

ウ 「希望のまちプロジェクト」支援事業 ３，０００万円 

地域共生社会の拠点を整備する「希望のまちプロジェクト」について、企業版ふ

るさと納税を活用した拠点施設整備費の支援に要する経費。  

 

エ ＳＤＧｓに関する国連会合関連イベント開催事業 １，０００万円 

令和７年１１月に北九州市で開催予定の「第１６回国連統計委員会専門家会合」

に合わせた、北九州市のサステナブルな取組に関するイベント開催等に要する経費。 

 

（４）子育て・教育環境のさらなる充実 ３億円 

（債務負担行為     １，０５０万円） 

 

ア 学校体育館エアコンパイロット整備事業（中学校・特別支援学校）  

（債務負担行為     １，０５０万円） 

市立学校の体育館における、今後のエアコン整備検討に向けた実施設計に要する

経費について、債務負担行為を設定するもの。 

 

イ 北九州市立大学新学部開設に向けた基金積立 ３億円 

北九州市立大学新学部開設に向けた支援のために、企業版ふるさと納税を活用し、

基金に積み立てるもの。 

 

（５）その他 ２億７，１７０万円 

（債務負担行為   ３億７，１７０万円） 

 

ア 情報システム統一・標準化推進事業            

（債務負担行為   ３億７，１７０万円） 

国の方針による、住民基本台帳等の地方公共団体情報システムの標準化の円滑な

推進に要する経費について、債務負担行為を設定するもの。 

 

イ 埋蔵文化財センター移転事業 ８，３５０万円 

埋蔵文化財センターの移転工事に伴う、資材価格等高騰対応等に要する経費。 

 

 

 



ウ 新門司グラウンドのスポーツ交流拠点整備支援に向けた基金積立 

７，０００万円 

スポーツ交流拠点整備に向けた支援のために、企業版ふるさと納税を活用し、基

金に積み立てるもの。 

 

エ 馬島・藍島生活インフラ整備支援事業 ３，１９０万円 

馬島・藍島におけるＬＰガス事業者撤退に伴う、生活インフラの電化工事支援に

要する経費。 

 

オ 北九州国際展示場施設整備事業 ６，１３０万円 

ＡＩＭビル２階ガレリアにおける漏水工事に要する経費。  

 

カ 食肉センター特別会計繰出金 ２，５００万円 

食肉センターの老朽化した設備の改修に伴い、食肉センター特別会計への繰出を

補正するもの。 

 

（６）減額補正 ▲３億３，６００万円 

 

 定期予防接種事業 ▲３億３，６００万円 

新型コロナワクチン接種に係る国の助成金終了に伴い、接種希望者（６５歳以上

等）の急激な自己負担増を軽減するため、接種費用の半額程度を助成するもの。 

 

 事業費 国助成金 一般財源 

当 初 予 算 額 ① 
(自己負担：3,260 円) 

13.4 億円 8.5 億円 4.9 億円 

補 正 予 算 後 ② 
(自己負担：7,800 円) 

10.1 億円 0 億円 10.1 億円 

補 正 予 算 額 
( ②  －  ① )     

▲3.3 億円 ▲8.5 億円 5.2 億円 

※補正予算を計上しない場合、自己負担額は 10,700 円となる。 

※一般財源 5.2 億円に、国の重点支援地方交付金 0.8 億円を活用。 

 

（７）９月補正予算案の規模と財源内訳（一般会計）  

 

９月補正予算案計上額（一般会計）            １１．７億円 
 
 【財源内訳】 

  国県支出金                        ５．０億円 

  地方債                          ３．８億円 

  その他特定財源                     ▲４．５億円 

一般財源（令和６年度決算剰余金の活用）          ７．４億円 

 

 

 

 



２ 特別会計補正予算案 １７億１，６１７万円 

 

（１）食肉センター特別会計 ４，５００万円 

 

食肉センターの老朽化した設備の改修に要する経費。 

 

（２）公債償還特別会計 ３，８００万円 

 

空港関連用地整備特別会計の公債償還に要する経費。  

 

（３）介護保険特別会計 １５億９，５１７万円 

 

令和６年度決算に伴う国・県への返還及び介護給付準備基金への積立に要する経費。 

 

（４）空港関連用地整備特別会計 ３，８００万円 

 

北九州空港関連用地における分譲市有地の売却に伴う公債償還に要する経費。なお、

市債の償還は公債償還特別会計を通じて行うもの。  

 

３ 繰越明許費 ４億７，０４０万円 

 

道路事業などにおいて、関係者との調整等に日時を要したことなどの理由により、

年度内の事業の執行ができない見込みのものについて、４億７，０４０万円を繰り越

すもの。 

 

 

 

 ※表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない場合がある。  

 

 


